


































 はしがき  
  
2019 年 11 月 26 日に広島大学東広島キャンパス にて，「今後の大学教育を考える－文
理融合型教育への期待と課題－」をテーマに第 47 回研究員集会を開催しました。 
現在，「情報社会（Society 4.0）」に続く新たな社会「Society 5.0」への変革のときを迎
えようとしている中で，日本経済団体連合会（2018）は，「誰もが AI を活用し，自らの























2020 年 3 月  
  
広島大学高等教育研究開発センター副センター長 







グローバル化，AI 化，人生 100 年時代，予測困難さ，といった特徴を持った複雑な社会状況
は，学校教育のこれまでの在り方を見直す契機となっている。特に近年では，デジタル革新を
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と こ ろ ， STEM (Science, Technology, Engineering and Mathematics) と HSS 





















































































































































だ，自然科学とそれ以外という見方が，19 世紀末から 20 世紀初頭に強く出てきたことは
わかります。 































































 日本は男女の進路選択の傾向の違いが大変大きい国でもあります。OECD の Education 







































 イノベーション政策のレイヤーのうち最初のものは，フレーム 1 あるいはイノベーショ
ン政策 1.0 と呼ばれます。これは経済成長のためのイノベーションという考え方でした。 









































 イノベーション政策 2.0 あるいはフレーム 2 には副作用があったという認識から，次の
















 フレーム 3 はいわば，このような状況の反省として生まれたものではあります。ですが，
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これは今現在進んでいることなので，恐らく冷静に話せる人は誰もいないと思います。こ





 大まかにいうと，フレーム 2 の延長線上の，今の市場経済を前提とした科学・技術およ
びイノベーションのあり方は持続可能ではないという感覚があります。そのため，これま
でとは違う社会システムへと移行することにかなり関心が注がれています。 











 なお，このフレーム 3 を主張するグループのホームページ (Transformative Innovation 































































































































現在は 160 人にまで増えています。 















科のことを IGS(Integrated Global Studies)と呼んでいるので，この講演でもそのように
呼びたいと思います。 
IGS は大変新しい学科で，2018 年にスタートしたばかりになります。どんな学科かと










図 2 IGS （広島大学総合科学部国際共創学科）所属学生が持つ国籍を塗った世界地図 
 






















図 3 IGS （広島大学総合科学部国際共創学科）専任教員の専門。 
IGS には 21 人の専任教員がいる。 
















留学必修で，少なくとも 4 ヵ月以上の留学をすることになっています。 


















































































































第 3 次産業革命なのです。 
 これと似たようなことが第四次産業革命として将来起こると経産省は予想しています。
それが何なのかというと，AI の利用です。AI 技術がどんなデバイスになるかわかりませ


























































 実際にやっている入試の仕組みがこの図です（図 6）。40 人の定員のうち，半分は一般
入試でとっています。つまり，半分の 20 名はセンター入試を課して，しっかりとした文
と理にわたる科目の学力を測っています。 


















は，次の 3 点が特に重要だと，日ごろから文理融合教育をやっていて感じています。 



























































































 入学当時は TOEIC®L&R の英語の点数が平均 660 点程度しかなかった彼らが，1 年も
たたないうちに平均 760 点まで，100 点以上点数を上げているのです。これは，やる気が
ある教科は伸びていくということを示していると思います。 
 以上の平均点は IGS の日本人学生のものでした。留学生は日本人よりも英語力が高いこ
とが多いのですが，彼らを含めると，IGS としては TOEIC®L&R の平均点は，2 年生時





















































































































































































































































敢えて新規な点は，AI であろうが，この AI こそ眉唾キーワードであり，その名の通り
の「人工知能」からは程遠い，単に今まではできなかった大量のデータ（ビッグデータ）
処理ができるようになった，その大量データを従来からある計量分析手法のコードを
















第 104 集，7-28 頁。 
中村高康（2007）「高等教育研究と社会学的想像力：高等教育社会学における理論と方法 











































ン推進政策を打ち出したことに見られる。日本では，2016 年の「第 5 期科学技術基本計
画」において，仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより，経済発展と社会
的課題の解決を両立する人間中心の社会（Society）を意味する“ソサエティ 5.0”の推進
を政策目標として掲げている。同様に，韓国では  “I-Korea 4.0” (I for Intelligence, 
Innovation, Inclusiveness, Interaction and 4.0 for 4th industrial revolution)，台湾で
は“Taiwan Productivity 4.0 Initiative ” というように，アジア諸国においても第 4 次産
業革命に対応するスローガンを掲げて，政策方針を示している。日本を含めた多くの先進















米国を中心にした各国 STEM 重視政策の動向 
 
 米国においては，オバマ政権時代に公表された大統領科学技術諮問委員会による
PCAST という政策文書（2010 & 2012）が STEM 重視政策の基本的な公的文書である。
PCAST2012 は，STEM 分野に関連する職業と労働人口の増加に向けて，米国の高等教育
が如何に対処していくかという社会課題への対応をテーマとして取り上げている。さらに，
今後 10 年間で STEM に関連する職業に携わる人材は 100 万人であると予測し，2010 年











 PCAST に代表される STEM 重視政策を反映して，STEM 関連の教育関連文書を最も多
く公表しているのが The National Academies of Sciences，Engineering，Medicine とい
う学術団体である。公表されている文書のなかで高等教育に関連した文書だけでも
Indicators for Monitoring Undergraduate STEM Education（2018），Barriers and 
Opportunities for 2-Year and 4-Year STEM Degree（2016），Undergraduate Research 
Experiences for STEM Students（2017），Integrating Discover-based Research and the 





の融合促進，共通教育段階での STEM 分野の内容改革，STEM 分野でのリサーチグラン
トの充実等が提言されている。 











 初等・中等教育段階における代表的な STEM 教育内容の改革としては，より日常生活と
の関わりを軸にした STEM 分野の教育改革と STEM 分野に携わる初等・中等教育教師の
育成が求められている。 



































































































































る形で実施され，6 月後半から 10 週間にわたって日本のベンチャー企業および大企業で
実施するなどの実質性も担保されている。京都プログラムにはすべての分野の学生が参加














 SUTD は米国の MIT と中国の浙江大学の協力によって 2009 年に設置された理工系の





科目を 1 年次と 2 年次の第一学期で履修するように構築されている。1・2 年という低学年
で文理融合のアプローチを基本とする科目履修をすることにより，デザイン思考を醸成す
ることが可能となっている。卒業までにかかる期間は 3 年と 4 か月，すなわち 8 学期間で
構成されている。その間に 3 回の Independent Activity Period (IAP)と夏休みには MIT
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２． Discipline-based learningと Problem-based learning 
 
図 1 は，従来型の学部教育(single major discipline-based learning)を表したものである。各
逆三角形の縦軸は身につけた知識・技術の深さ(intellectual depth)を表し，横軸は研究分野の
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興味の広がり(research interest)を示す。3 つの三角形の違いは，research interest の広がりの
差であり，広がりが広いほど，すなわちその研究分野をどれだけ広げることができるかが，
intellectual depth の深さを決めることになる。図 1 の一番右の三角形(Big I-type)は，その形
から図 2 の single major のT-type とよばれ，そこから発展して，major-minor あるいは double 
major になるとπ-type，さらには，3 つ以上の multi-disciplinary になるとΣ-type，それらを








図１ single major discipline-based learning 
 
 
図２ single major の発展 
Even within the major field, the wider research interest you have, 
you get the deeper intellectual knowledge or technology.
Image the behavior of “digging a hole”
You can not dig the deeper hole under the narrow surface of soil.
Intellectual depth
















More than 3 areas integrated
Discipline-Based Learning more than 2 research areas integrated
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 九州大学を事例にすると，図 3 に示すように，共創学部を設置する以前（平成 30 年 3 月末
まで）は，11 学部（理系 7 学部，文系 4 学部）すべては従来型の discipline intensive school 
で，大学院の 18 研究科（九州大学は学府とよぶ）は，ほとんど interdisciplinary に改組され
ていることから，学部時代に single-major に没頭すればするほど，社会や大学院で専門的知識・
技術を広げることは非常に困難となる。 
ほとんどの日本の大学は，各学部の最初の 1 年半（医歯薬系は 2 年）は，リベラルアーツの
























図４ smart-creative leader の必要性 
 
このような時代的背景を受けて，九州大学は，平成 30 年（2018 年）4 月に，約 50 年ぶりの
12 番目の学部として，Problem-based learning を修得する，共創学部 (School of 
Interdisciplinary Science and Innovation)を設立した。なお，その設立の基礎は，アクティブ
ラーニングの手法を全国に先駆けて平成 13 年度より導入した 21 世紀プログラム（学部横断
型プログラム）である。 
 
図５ 九州大学の学部構成（平成 30 年 4 月以降） 
 
平成 30年 4月以降の九州大学の学部組織図を図 5に示す。新たな共創学部の設立によって，
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11 の discipline intensive school と 1 つの problem intensive school を組み合わせた学部教育
により，九州大学は，ステークホルダーをアカデミアに留まらず，産学官，一般社会にまで広











創学部では，1 学部 1 学科で，学科に替わる学びの場を図 6 に示すように，地球の持続的可能
性の問題を，「人間・生命(Human and Life)」「人と社会(People and Society)」「国家と地域(States 
and Regions)」「地球・環境(Earth and Environment)」というスケール感の異なる４つの「エ



















    気候変動，物質循環，生態系，資源・エネルギー，自然災害，食料問題など 
 





基本 7 つ道具であり，4 つのエリアに共通の必修科目である。共創学部の教育理念は，「課題に
取り組むことで，俯瞰的な視野・問題を統合的にとらえる力を修得する」ことであり，従来の
多くの学部教育理念と比較したものを図 7 に示す。 
共創学部の学部教育の特色をまとめたものを図 8 に示す。学生定員の 10％は海外留学生であ
り，すべての講義は，ローカルな日本人学生と留学生を一緒にしたクラスシェアーで行う。そ
のため，70～80％以上の講義科目は，英語(E 科目)もしくは，大部分は英語で一部日本語(E/J


















































































































図 10 は，3 つの要素から構成される社会的課題を模したものである。要素間相互作用推定を
通して，要素 1 と要素 2 はポジティブ相互作用，要素 1 と要素 3 はネガティブ相互作用，要素
2 と要素 3 はネガティブ相互作用を形成していることが明らかになったと仮定する。今，要素
１の大きさが大きくなった（例えば，経済発展の優先度が増大）場合，それに伴って要素 2 も






システム解析(system analysis)，システム制御(system control)，システム設計(system design)
が可能となり，課題解決策のデザインに繋がる。 
図 11 は，ジグソーパズルの各ピースを異なる専門性と見立て，従来の discipline-based 
learning の手法と problem-based learning の手法を比較したものである。図 11 の左側で示す
discipline-based learning の手法は，各ピースは他のピースと無関係に，独立して大きくなる。
































































































の要素技術として統計学を重視しており，統計学に関する専門学部としても日本初である。    
以下ではまず私の専門である統計学の状況について述べる。 
日本の大学には統計学を専攻する学部や学科はこれまで存在していなかった。これに対











この図より，2017 年には修士号が 4,000 名以上，学士号が 3,500 名以上，博士が 600 名
程度授与されていることがわかる。それよりも顕著なのは，2008 年あたりからの学位授与
数の増加のスピードである。当時カリフォルニア大学バークレー校の著名な経済学者で，
その後グーグル社のチーフ・エコノミストとなった Hal Varian が “私がいつも言ってい

















あげられるようになった。例えば 2015 年 6 月閣議決定の『科学技術イノベーション総合
戦略 2015』では「我が国では欧米等と比較し，データ分析のスキルを有する人材や統計科
学を専攻する人材が極めて少なく，我が国の多くの民間企業が情報通信分野の人材不足を
感じており，危機的な状況にある」としている。また 2017 年 6 月閣議決定の『未来投資
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戦略 2017 – Society 5.0 の実現に向けた改革』では「数理・データサイエンス教育の重要
性・必要性は分野を超えて高まっているが，理系の一部の学生しか学んでおらず，文系理
系を問わず，学ぶ機会が乏しい」としている。 
さらに 2019 年 7 月に政府が発表した「AI 戦略 2019～人・産業・地域・政府全てに AI
～」では，教育改革の主な取り組みとして，デジタル社会の「読み・書き・そろばん」で
ある「数理・データサイエンス・AI」の基礎などの必要な力を全ての国民が育むとしてお
り，特に大学・高専卒業者全員 50 万人／年に数理・データサイエンス・AI のリテラシー
教育をおこなうとしている。図 3 は 2019 年 7 月 9 日付の内閣府政策統括官（科学技術・












金融系 5 名 
製造系 4 名 
調査系 4 名 
IT 系 3 名 
政府系 3 名 
図４ 
続いて 2019 年 4 月には大学院データサイエンス研究科修士課程を前倒しで開設した。
定員は 20 名である。学部開設後 2 年での修士課程設置であり，まだ学部の卒業生がいな
















































































企業連携を積極的に進めている。2019 年 4 月 1 日現在で企業等との連携協定数は 40 件以
図６ 
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 PBL 演習への実務データ利用 
 企業内人材の DS 高度化教育 
また研究面では，企業の直面する課題について共同研究をおこない，それにより外部資
金を獲得している。 
滋賀大学は 2016 年 12 月に「数理・DS 教育に係る教育強化」6 拠点大学の一つに選定
された。拠点大学としてのミッションはデータサイエンス教育の全学・全国への展開であ
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あった。報告では，まずアメリカの事例としてスタンフォード大学の Bing Overseas 




























 続いて，論点提起 2 として岡本正宏氏（九州大学総長特別顧問（共創学部担当）／名誉
教授）より「文理融合型学士課程教育の理念・実践・課題：九州大学共創学部を事例とし


































































 このセッションの司会者の 1 人として，文理融合型教育に関する 3 つの報告から浮かび
上がってきた“共通点と相違点”についてコメントさせていただきたい。 






と考えられる。第 2 に，多くの国において STEM 教育の強化や大学教育における文理融
合型プログラムの開発が国レベルで推進されているという点である。その焦点や具体的な
実施方法については相違点もあるが，国家戦略と位置づけるなど国レベルでの改革政策が















































































































































































































会場：広島大学 学士会館 2 階 レセプションホール 
 
11 月 26 日（火） 
12：20～ 受 付  
セッション１ －基調講演－  
 総合司会 大場 淳（広島大学） 
12：50～13：00 開会挨拶 楯 真一（広島大学理事） 
13：00～13：10 ｾﾝﾀｰ紹介 小林 信一（広島大学高等教育研究開発センター長） 
13：10～13：20 趣旨説明 大膳 司（広島大学） 
  司 会 杉谷 祐美子（青山学院大学）         村澤 昌崇（広島大学） 
13：20～14：00 基調講演 1 文理融合の可能性：文系と理系はなぜ分かれたのか 
  隠岐 さや香（名古屋大学） 
14：00～14：40 基調講演 2 文理を融合するすてきなレシピ 
  山田 俊弘（広島大学） 
14：40～14：50 休 憩  
セッション２ －論点提起－  
  司 会 吉田 香奈（広島大学）         黄 福涛（広島大学） 
14：50～15：10 論点提起 1 文理融合の新しい STEM プログラムの動向： 
米国，シンガポール，日本の事例を中心に 
  山田 礼子（同志社大学／大学教育学会会長） 
15：10～15：30 論点提起 2 文理融合型学士課程教育の理念・実践・課題： 
九州大学共創学部を事例として 
  岡本 正宏（九州大学総長特別顧問（共創学部担当）／ 
名誉教授） 
15：30～15：50 論点提起 3 文理融合型学士課程教育の理念・実践・課題： 
滋賀大学データサイエンス学部を事例として 
  竹村 彰通（滋賀大学データサイエンス学部長） 
15：50～16：00 休 憩  
セッション３ －パネルディスカッション－ 











隠岐　さや香 (名古屋大学) 山田　俊弘 (広島大学)
（報告者・司会者）
杉谷　祐美子 (青山学院大学) 山田　礼子 (同志社大学）
岡本　正宏 (九州大学） 竹村　彰通 (滋賀大学)
吉田　香奈 (広島大学) 松繁　寿和 (大阪大学)
（参加者）
青木　利夫 (広島大学） 嶋内　佐絵 (首都大学東京)
勇　秀憲 (徳山工業高等専門学校) 島田　大輔 (立命館大学）
石田　明宏 (県立広島大学) 清水　栄子 (追手門学院大学)
石本　洋子 (広島大学） 新谷　康浩 (横浜国立大学)
ヴィレーヌ　真澄美 (広島大学） 鈴木　孝至 (広島大学）
梅田　真紀 (広島県環境県民局) 早田　吉伸 (県立広島大学)
浦田　広朗 (桜美林大学) 辰井　聡子
大島　律子 (静岡大学) 田中　貴久 (京都女子大学)
岡田　昌浩 (広島大学） 田中　範弘 (広島国際大学)
岡本　拓士 (㈱ハロモナス) 田中　秀穂 (芝浦工業大学)
岡本　伸也 (立命館大学) 塚原　修一 (関西国際大学)
沖田　悟傳 (同志社大学) 永田　純一 (広島大学）
小野寺　香 (奈良女子大学) 西浦　明倫 (立命館大学)
尾本　勝昭 (広島大学） 橋場  論 (福岡大学)
景山　淳史 (広島大学） 橋本　勝 (富山大学)
桂　良彦 ((公財)大学コンソーシアム京都) 林　光緒 (広島大学）
粥川　準二 (県立広島大学) 久野　吉光 (日本ショトーカ研究所)
河合　正德 (立命館大学) 平野　誠治 (マツダ株式会社)
京下　真一郎 (広島大学） Funck Carolin (広島大学）
高口　鉄平 (静岡大学) 正木　遥香 (大分大学)
蔡　媛 (YMCA専門学校) 三好　美織 (広島大学）
齋藤　崇徳 (大学改革支援・学位授与機構) 向田　一郎 (広島国際大学)
阪田　真己子 (同志社大学) 山本　眞一 (元広島大学)








Summary Report of the Research Institute for Higher Education 
Annual Study Meeting, 2019 
  
  
This report is a summary of the 47th Research Institute for Higher Education 
Annual Study Meeting, held at the Higashi-Hiroshima campus of Hiroshima University 
in 2019. The theme of the year was “Considering the future of university education: 
Expectations and challenges of the integration of arts and sciences education”. The 
meeting was opened by two keynote addresses. Sayama Oki, Professor of Nagoya 
University, gave a keynote address entitled “Possibilities for the Integration of Arts and 
Sciences Education: Why are Arts and Sciences Separated?” Yamada Toshihiro, 
Professor of Hiroshima University, gave a second keynote address entitled “A Wonderful 
Recipe to integrate the Arts and Sciences”. Subsequently, three speakers made 
presentations, followed by comments from the audience and discussion. 
In recent years, new human resources are in demand in the context of "Society 5.0", 
and education reforms to meet this demand are being pushed forward. Particularly, 
independent learner development is being increasingly supported through ICT 
education and active learning. In addition, in universities, programs featuring 
integrated Arts and Sciences components have been developed to support the formation 
of new human resources. At this meeting, the expectations and problems of the 
integration of Arts and Sciences education were examined based on philosophical and 
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―第 47 回（2019 年度）研究員集会の記録― 
（高等教育研究叢書 156） 
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